
別紙様式 

令和２年度（２０２０年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 宇城市立不知火中学校 ＞ 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

 
【宣言項目】 

生徒 

・全生徒・職員による自問清掃を通して、教

室等の学習環境を整えていきます。（縦割り

自問清掃等） 

・生徒会活動を通して未使用教室の照明器具

のスイッチ切り忘れ０を目指します。（学

級の委員の取組の徹底） 

・生徒会活動としてペットボトルのふたを集 

めます。（ボランティア委員会の呼びかけ 

・集計） 

・掃除時間の消灯の呼びかけ、掃除時間のバ

ケツ使用の徹底に努めます。 

（環境美化委員会の学級での呼びかけ・放

送での呼びかけ） 

・花壇、プランターの花植えやワックスがけ

を行い、校内の環境美化に努めます。 

（春･秋の花植え、７・１２・３月のワッ

クスがけの実施） 

・給食の残食を減らすよう努めます。 

（給食委員会の呼びかけ、残食調査、残食

調査の結果発表） 

職員 

・校内の施設点検を定期的に行い、節電・節

水に努めます。 

・未使用教室の照明器具のスイッチ切り忘れ

０を目指します。 

・電源のオン・オフを効果的に行い、年間の

使用量が少なくなるように努力します。 

・両面印刷や裏紙の再利用で、紙を有効に使

います。 



別紙様式 

行動 

 

 

 

 

 

 

・環境美化委員が給食中の放送や各学級での

委員会報道の時間を使い、環境 ISOの取組

を紹介し、自問清掃の取組や節電・節水の

呼びかけを定期的に行った。 

・職員も照明のスイッチ切り忘れ０を心がけ

たり、節電のための空調のオン・オフルー

ルをつくったりして、実施した。 

・ボランティア委員会が年間をとおしてペッ

トボトルキャップのリサイクルやベルマー

ク収集活動を実施した。 

・環境美化委員が季節ごとに花植えを行った。 

・全校で自問清掃に取り組むことで、校内の

環境整備に努めた。 

・職員による校内施設の点検や整備を毎月行

うことで水周りの設備の不備を無くし、節

水に努めた。 

・両面印刷や裏紙の再利用で、紙を有効に使

い、資源の有効利用に努めた。 

・プリンターやパソコンといった機器の電源

のオン・オフを効果的に行い、年間の電気

代を減らすように努力した。 

・環境美化委員会の呼びかけで、掃除時間の

消灯やバケツ使用に取り組んだ。使用する

水の量をバケツ１杯にすることで節水に努

めた。 

・給食委員会が、給食の残食調査を行い、結

果を月 1回給食時間に放送した。 

記録 

 

 生徒会による節電や節水の呼びかけに対

して、各学級や個々の生徒が、継続して節

電や節水を心がけて行動することができて

いた。掃除時間の消灯やバケツの使用、使

わない教室の消灯に努め、水道の蛇口をき

ちんと閉めることができていた。 

  宇城市との連携により、たくさんの花の

苗を提供していただけるため、季節ごとの

花が花壇やプランターに絶えることがなか

った。 
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ペットボトルキャップやベルマークのリ

サイクル活動は、今年もボランティア委員

会を中心に、学級で委員が呼びかけを行

い、取り組むことができた。（ペットボト

ルキャップ：８５０８個 12/24 現在） 

 例年どおり、自問清掃に取り組んだ。自

問清掃をさらに徹底し、意欲を向上させる

ために、１０月から自問清掃を縦割りで行

い、美化コンクールを実施した。 

給食委員の残食を減らす呼びかけや残食

調査結果の発表により、年間を通して残食

の量は少なかった。 

 環境美化委員会で、夏休み前、冬休み前

のワックスがけを行った。 

資源の有効活用のため、職員も職員配布

用の用紙は裏紙を利用し、両面印刷した用

紙や古紙、段ボール等はリサイクルし、各

教室や廊下等の照明の消し忘れへの対応、

水周りの設備点検・整備に心がけること

で、節電、節水、省エネに努めた。 

見直し 

 来年度は、環境美化委員会で節水・節電

のポスターを作成し、掲示し、節水・節電

の意識をさらに高めさせたい。 

 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

休校や夏休みの短縮等で単純な比較はで

きないが、上水道使用量（5 月～12 月）に

ついては、令和元年度 395ｔに対して、令和

２年度 381ｔで 3.5％減である。 

また、給食の残食が少ない等、今年度も生

徒会の各専門委員会を中心とした活動をと

おして、学校全体の環境への意識を高める

ことができた。 

休校や夏休みの短縮、換気しながらの冷

暖房の使用、空気清浄機の使用等で単純な

比較はできないが、電気使用量（4 月～11

月）については、令和元年度 84670ｋＷに

対して、令和２年度 89567ｋＷで、5.8％

増である。 

今後、環境美化委員会で節水・節電のポ

スターを作成・掲示し、無駄な水・電気の

使用をなくす等、節水・節電の意識をさら

に高めさせたい。生徒会と連携し、工夫し

て取り組んでいきたい。 
 


